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良
絵
本
集
八
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解
題

齋
藤
真
麻
理

石
川
　
透



虫
妹
背
物
語

装
訂

巻
子
装

一
軸

表
紙

砥
粉
色
地
に
銀
泥
の
菊
小
紋
文
様
。
見
返
し
は
金
銀
切
箔
散
ら
し
。

料
紙

黄
の
唐
紙

法
量

表
紙
、
縦
二
四
・
〇
㎝
×
横
三
五
・
五
㎝
。
全
長
一
三
ⅿ
六
五
・
七
㎝
。
十
一
紙
。
一
紙
の
寸
法
は
一
ⅿ
三

二
㎝
前
後
。

外
題
等

な
し
。
箱
蓋
表
中
央
に
「
虫
妹
背
物
語
御
巻
物
」
と
墨
書
。

字
高

二
二
・
〇
㎝
内
外

挿
絵

十
三
図

印
記

「
寳
玲
文
庫
」

書
写
年
代

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
写
。

備
考

箱
蓋
裏
に
「
享
保
二
丁酉
歳
正
月
十
五
日

畫
狩
野
幽
知
／
詞
書
山
田
藤
四
郎
」
と
墨
書
。

（
請
求
記
号
九
一
三
・
五
―
イ
三
二
五
）

本
作
は
虫
た
ち
の
恋
愛
譚
を
主
題
と
す
る
異
類
物
の
室
町
物
語
で
あ
る
。
中
近
世
日
本
の
文
芸
に
お
い
て
、
と

り
わ
け
美
し
い
虫
と
し
て
登
場
す
る
の
が
玉
虫
で
あ
り
、『
玉
虫
の
さ
う
し
』
な
ど
、
虫
の
恋
の
歌
合
を
綴
っ
た
室

町
物
語
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。
本
作
も
玉
虫
を
主
人
公
と
し
、
和
歌
文
学
の
潮
流
の
中
に
生
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
は
物
語
の
梗
概
を
示
す
。

ひ
ぐ
ら
し

あ
る
月
見
の
管
弦
の
折
、
蟬
の
衛
門
の
督
は
、
き
り
ぎ
り
す
の
紀
伊
守
や
蜩
の
備
中
守
か
ら
、
美
し
い
玉
虫

姫
の
噂
を
聞
く
。
以
来
、
恋
慕
の
情
を
募
ら
せ
た
蟬
は
、
玉
虫
姫
の
乳
母
で
あ
る
こ
う
ろ
ぎ
の
局
の
媒
で
恋

か
ま
き
り

文
を
送
る
。
彼
女
の
手
引
き
に
よ
っ
て
玉
虫
姫
と
の
逢
瀬
も
叶
い
、
蟬
は
蟷
螂
の
手
長
に
吉
日
を
占
わ
せ
て

盛
大
な
祝
言
を
あ
げ
る
。
一
方
、
き
り
ぎ
り
す
と
蜩
は
出
家
し
、
蛍
の
君
も
焦
が
れ
死
に
し
て
し
ま
う
。
や

が
て
玉
虫
姫
は
重
い
病
に
臥
す
が
、
そ
れ
は
恋
に
破
れ
た
諸
虫
が
取
り
憑
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
け
ら
巫

女
の
力
で
姫
は
命
を
取
り
留
め
、
妹
背
の
仲
は
い
よ
い
よ
深
ま
っ
た
。
姫
は
め
で
た
く
懐
妊
し
て
玉
の
よ
う

な
若
君
を
安
産
す
る
。
蟬
は
愛
ら
し
い
若
君
を
胸
に
抱
き
、
一
家
は
喜
び
に
満
ち
た
。
世
の
虫
の
幸
福
の
た

め
し
と
し
て
、
ま
ず
玉
虫
を
引
く
の
で
あ
る
。

以
下
、
主
要
伝
本
を
示
す
。

（
一
）
本
書＝

天
理
図
書
館
本

絵
巻
一
軸
（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
三
。
開
館
八
十
六
周
年
記
念
展
『
御
伽
草

子
〜
奈
良
絵
本
・
絵
巻
を
中
心
に
〜
』
天
理
図
書
館
、
二
〇
一
六
年
）

（
二
）
慶
應
義
塾
図
書
館
本

絵
巻
一
軸

（〔
虫
物
語
〕。
冒
頭
二
図
を
欠
く
。
石
川
透
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〔
虫

物
語
〕
解
題
・
翻
刻
」『
古
典
資
料
研
究
』
一
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
。『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
三
に
（
五
）
と

と
も
に
校
合
本
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
全

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
）

（
三
）
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
本

絵
巻
一
軸
（「
玉
む
し
物
語
」。
昭
和
六
年
の
古
筆
了
信
の
極
「
玉
虫
物
語
絵
詞

巻
物
一
巻
（
中
略
）
絵

住
吉
如
慶
廣
道
壮
年
之
作

詞
書

大
覚
寺
宮
空
性
親
王
」
云
々
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

整
理
番
号K

U
M
O
N
0363

。「
公
文
教
育
研
究
会
子
ど
も
文
化
史
料
閲
覧
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
全
デ
ジ
タ
ル
画
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像
を
公
開
）

（
四
）
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
『
蓬
廬
雑
鈔
』
巻
七
十
三
所
収
絵
巻
詞
書
（「
虫
物
語
」。
挿
絵
な
し
。
国
文
学
研
究
資

料
館
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
紙
焼
写
真
を
所
蔵
。
請
求
番
号30-142-1-502

、J106

）

（
五
）
藤
井
隆
氏
本

一
冊
（「
虫
物
語
」。
江
戸
時
代
末
期
写
。
挿
絵
な
し
。
未
刊
国
文
資
料
第
三
期
第
十
一
冊
『
未

刊
御
伽
草
子
集
と
研
究
』
四
、
一
九
六
七
年
）

諸
本
の
詞
書
に
大
き
な
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。
挿
絵
は
豪
華
な
婚
礼
行
列
や
宴
の
さ
ま
な
ど
、『
鼠
の
草
子

絵
巻
』（
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
23
『
奈
良
絵
本
集
』
一
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
等
々
と
同
じ
く
、
登
場
者
た

ち
の
賑
や
か
な
会
話
と
と
も
に
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。
画
中
詞
に
は
口
語
が
多
用
さ
れ
、
物
語
に
活
気
を
与
え
て
い

る
。
中
で
も
、
尖
っ
た
口
を
嫌
わ
れ
た
虫
は
興
ざ
め
し
、「
き
や
う
と
い
人
や
」
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
が
（
本

書
三
一
頁
）、
こ
れ
は
「
け
う
と
し
」
の
近
世
初
期
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
語
で
あ
り
（『
日
葡
辞
書
』）、
本
作
の
成

立
時
期
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。「
お
と
ま
し
」（
本
書
一
一
頁
）
も
「
う
と
ま
し
」
の
音
変
化
で
あ
り
、
近
世
に
入
っ

て
か
ら
の
用
例
が
多
い
。
ま
た
、
こ
う
ろ
ぎ
の
局
の
名
を
「
青
つ
ら
」
と
記
す
の
は
、
本
書
の
画
中
詞
の
み
で
あ

る
。慶

應
義
塾
図
書
館
本
は
、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
本
と
挿
絵
の
構
図
等
が
非
常
に
近
く
、
本
書
と
は
婚
礼
行
列

の
掲
出
順
が
異
な
る
。
即
ち
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
は
、
①
本
書
二
七－

二
九
頁
「
あ
の
か
つ
き
の
内
の
み
め
の

わ
る
さ
や
」
か
ら
姫
君
の
蝸
牛
の
牛
車
の
さ
ま
、
長
刀
を
持
つ
虫
ま
で
、
②
本
書
二
四－

二
五
頁
の
駕
籠
を
担
ぐ

虫
た
ち
、
③
本
書
二
二－

二
四
頁
、
正
面
を
向
く
供
の
虫
「
も
ち
と
し
や
、
こ
ら
や
、
飯
酒
か
い
か
い
こ
と
あ
ら

ふ
に
」
ま
で
、
④
本
書
二
六
頁
、
長
持
ち
を
担
ぐ
虫
た
ち
、
以
上
の
順
で
描
か
れ
て
お
り
、
画
中
詞
や
そ
の
発
話

者
、
供
の
虫
の
数
な
ど
、
本
書
と
は
小
異
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
の
み
が
、
駕
籠
の

後
ろ
に
挟
み
箱
を
担
ぐ
二
匹
の
虫
を
描
き
、
長
持
ち
の
覆
い
の
家
紋
は
、
本
書
は
丸
に
花
菱
、
慶
應
義
塾
図
書
館

本
は
七
宝
、
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
本
は
沢
瀉
紋
を
添
え
る
。
ま
た
、
病
臥
す
る
玉
虫
姫
の
背
後
の
屏
風
に
桜
を

描
き
、
虫
た
ち
が
涙
に
く
れ
て
い
る
さ
ま
は
（
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
本
）、
う
ら
若
い
玉
虫
姫
の
可
憐
さ
を
強
調
す

る
の
み
な
ら
ず
、
美
し
い
女
性
の
死
没
場
面
に
桜
の
絵
や
和
歌
、
嘆
き
悲
し
む
人
々
を
配
す
る
「
九
相
詩
絵
巻
」

を
想
起
さ
せ
よ
う
。
人
生
を
四
季
の
花
木
に
喩
え
る
の
は
「
観
心
十
界
図
」
等
で
も
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
慶
應

義
塾
図
書
館
本
で
は
こ
の
場
面
の
屏
風
に
社
寺
を
描
き
、
本
書
は
若
君
誕
生
の
場
面
に
三
羽
の
白
鷺
を
描
い
た
屏

風
を
配
し
た
点
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
物
語
世
界
と
の
往
還
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

本
作
の
主
人
公
が
玉
虫
姫
で
あ
り
、
諸
虫
の
求
愛
を
拒
む
と
い
う
結
構
は
、
夙
に
中
世
以
前
、「「
古
今
註
」
に

お
い
て
胚
胎
」
し
て
い
た
（
1
）。
即
ち
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
・
恋
歌
一
「
夏
虫
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
す
事
も
ひ

お
も

よ

と
つ
思
ひ
に
因
り
て
な
り
け
り
」（
五
四
四
番
、
読
人
し
ら
ず
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
諸
注
釈

は
諺
「
灯
に
入
る
夏
虫
」
に
触
れ
て
、「
世
俗
ニ
ハ
、
玉
虫
ノ
、
火
ヲ
ト
リ
テ
キ
タ
ラ
ム
虫
ニ
ア
ハ
ム
ト
イ
ヘ
バ
、

ト
リ
ニ
ク
ト
テ
燭
ニ
入
テ
身
ヲ
ホ
ロ
ボ
ス
ナ
ド
イ
ヘ
リ
」（
顕
昭
『
古
今
集
註
』）、「
飛
蛾
ナ
ム
ト
ノ
、
ヨ
ル
火
ニ
入
テ

死
ヲ
云
也
、
コ
ノ
虫
ト
モ
ハ
玉
虫
ヲ
メ
ニ
セ
ム
ト
ス
ル
時
、
玉
虫
、
火
ヲ
ト
リ
テ
来
レ
、
ア
ハ
ム
ト
云
ニ
ス
カ
サ
レ

テ
火
中
ニ
入
ナ
リ
」（
毘
沙
門
堂
本
『
古
今
集
註
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵https://doi.org/10.20730/200016976

）

な
ど
と
見
え
、
こ
の
よ
う
な
歌
論
・
歌
学
の
醸
成
の
上
に
、
玉
虫
姫
と
諸
虫
の
恋
愛
譚
も
形
作
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
室
町
物
語
『
玉
虫
の
さ
う
し
』
を
生
み
、
ま
た
、
本
作
『
虫
妹
背
物
語
』『
虫
物
語
』
を
も
生
み

出
し
た
。
本
書
で
は
、
玉
虫
姫
を
前
に
し
た
衛
門
の
督
が
「
か
く
、
も
え
し
ぬ
る
こ
そ
、
中
〳
〵
あ
さ
ま
し
う
侍

れ
」（
一
五
頁
）
と
か
き
口
説
く
が
、「
燃
え
死
ぬ
」
と
い
う
表
現
に
は
、
遠
く
「
古
今
註
」
の
残
響
が
感
じ
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
近
世
日
本
に
お
い
て
は
、
本
作
の
よ
う
に
異
類
が
活
躍
す
る
室
町
物
語
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、「
異
類
物
」
と
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し
て
一
群
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
か
つ
て
市
古
貞
次
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
代
に
は
擬

人
化
さ
れ
た
異
類
の
説
話
が
存
す
る
が
、
日
本
で
は
中
世
に
再
び
盛
行
し
た
と
指
摘
、
そ
の
第
一
の
理
由
と
し
て

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
よ
う
な
歌
論
の
影
響
を
掲
げ
た
（『
中
世
小
説
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五

年
（
2
））。
本
作
は
こ
の
問
題
を
改
め
て
考
え
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
本
作
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
は
、

こ
の
時
代
に
隆
盛
し
て
い
た
草
虫
画
の
諸
相
や
、
そ
の
吉
祥
性
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
3
）。

な
お
、
本
書
の
箱
書
に
所
見
の
絵
師
は
、
備
前
岡
山
藩
に
仕
え
た
狩
野
幽
直
系
の
二
代
「
狩
野
幽
知
」
と
推
測

さ
れ
る
（
4
）。
幽
知
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
三
月
に
家
を
継
ぎ
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
二
月
、
六
十
五
歳
で
没

し
た
。
そ
の
活
躍
期
は
、
絵
画
、
能
楽
、
和
歌
等
を
好
み
、
多
く
の
絵
師
を
抱
え
た
藩
主
、
池
田
綱
政
・
継
政
の

時
代
に
相
当
す
る
。
と
り
わ
け
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
家
督
を
継
い
だ
継
政
は
大
い
に
絵
画
を
愛
好
し
、
自

ら
も
筆
を
染
め
て
多
数
の
作
品
を
描
き
、
絵
師
に
彩
色
さ
せ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
宝
永
元
年
に
は
判
形
支
配

「
絵
師
」
席
が
設
け
ら
れ
、
絵
師
た
ち
は
多
く
の
絵
巻
の
制
作
や
模
写
に
も
従
事
し
た
が
、
そ
の
大
半
は
幽
知
ら
、

幽
直
の
直
系
が
担
当
し
た
。
絵
師
た
ち
の
「
奉
公
書
」
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
享
保
期
（
一
七
一
六
―
三
六
）
に
「
御

巻
物
」
の
作
例
が
多
く
、
幽
知
は
享
保
元
年
九
月
に
「
御
婚
礼
之
御
巻
物
絵
」
な
ど
を
仕
立
て
て
い
る
（「
狩
野
幽

英
奉
公
書
」）。
本
書
『
虫
妹
背
物
語
』
を
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
作
と
す
る
箱
書
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
こ
の
絵

巻
も
ま
た
、
こ
う
し
た
文
化
的
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
齋
藤
真
麻
理
）

【

注

】

（
1
）
徳
江
元
正
「
夏
虫
の
思
ひ
―
「
古
今
註
」
か
ら
御
伽
草
子
へ
―
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
』
七
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
七
月
）。
徳
田
和
夫
「
お
伽
草
子
『
玉
虫
の
草
子
』
の
変
奏
―
新
出
伝
本
の
紹
介
と
翻
刻
を
兼
ね
て
―
」

（『
説
話
論
集
』
八
、
一
九
九
八
年
、
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
）。

（
2
）
動
物
名
を
立
項
す
る
類
題
集
の
営
為
や
歌
題
の
多
様
化
、
お
よ
び
異
類
物
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳

「
御
伽
草
子
の
和
歌
」（
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
二
六
『
御
伽
草
子

仮
名
草
子
』
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）、『
論
集

〈
題
〉
の
和
歌
空
間
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）、
齋
藤
真
麻
理
「
異
類
の
時
代
」（『
異
類
の
歌
合

室
町
の
機
智

と
学
芸
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
今
橋
理
子
「
虫
た
ち
の
在
り
処
―
擬
人
化
の
詩
学
」（『
江
戸
の
動
物
画

近
世
美
術
と
文
化
の
考
古
学
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
な
お
、
同
氏
は
「
蟷
螂
補
蟬
」
の
画
題
に
つ
い
て
、
井
上
裕
紀
子
氏
の
論
を
引
き

つ
つ
吉
祥
性
を
認
め
て
お
り
、
本
作
の
吉
祥
性
を
検
証
す
る
上
で
も
有
益
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）
片
山
新
助
『
岡
山
藩
の
絵
師
と
職
人
』（
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）。
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山
海
異
形

装
訂

袋
綴

四
冊

表
紙

金
泥
下
絵
入
薄
茶
色
表
紙
。
見
返
し
は
布
目
地
金
紙
。

料
紙

鳥
の
子
紙

法
量

縦
一
七
・
二
㎝
×
横
二
四
・
五
㎝

外
題

中
央
紅
紙
金
泥
下
絵
題
簽
に
「
山
海
異
形

神
類
（
獣
類
、
魚
類
、
虫
類
）」

字
高

約
一
四
・
〇
㎝

墨
付

第
一
冊
十
四
丁
（
一
丁
裏
〜
十
五
丁
表
）、
第
二
冊
七
十
二
丁
（
一
丁
裏
〜
七
十
三
丁
表
）、
第
三
冊
十
八
丁

（
一
丁
裏
〜
十
九
丁
表
）、
第
四
冊
九
丁
（
一
丁
裏
〜
十
丁
表
）。

挿
絵

第
一
冊
半
丁
十
四
図
、
第
二
冊
半
丁
七
十
二
図
、
第
三
冊
半
丁
十
八
図
、
第
四
冊
半
丁
九
図
。

印
記

「
田
安
府
芸
堂
印
」「
献
英
楼
図
書
記
」

紙
票

帙
に
「
日
本
考
古
学
／
人
類
学
史
資
料

清
野
文
庫
」
貼
付
。

書
写
年
代

〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写

（
請
求
記
号
四
六
〇
―
イ
一
）

本
書
は
横
型
奈
良
絵
本
の
装
訂
で
、
本
文
に
鳥
の
子
紙
を
用
い
た
江
戸
時
代
初
期
の
奈
良
絵
本
群
と
よ
く
似
て

い
る
が
、
筆
跡
等
を
見
る
限
り
、
寛
文
年
間
頃
の
江
戸
時
代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
文
年

間
頃
に
は
、
縦
型
の
豪
華
奈
良
絵
本
が
多
く
制
作
さ
れ
て
お
り
、
横
型
は
珍
し
い
。
同
類
の
内
容
を
持
つ
天
理
図

書
館
蔵
『
異
国
人
物
図
説
』
は
、
本
書
に
比
し
て
奈
良
絵
本
と
し
て
の
装
訂
は
異
な
り
、
同
筆
と
は
言
い
難
い
も

の
の
、
全
体
の
雰
囲
気
や
筆
法
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

本
書
は
田
安
徳
川
家
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、「
献
英
楼
図
書
記
」
は
田
安
家
第
三
代
斉
匡
の
印
と
推
定
さ
れ
る
（
国

文
学
研
究
資
料
館
編
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
の
ち
に
人
類
学
者
の
清
野
謙
次
を
経

て
、
天
理
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
。
清
野
は
人
類
学
の
資
料
と
し
て
奈
良
絵
本
に
も
着
目
し
、
一
九
四
七
年
二

月
に
は
「
万
国
人
物
図
」
の
奈
良
絵
本
二
点
を
、
一
九
四
九
年
九
月
に
は
こ
の
『
山
海
異
形
』
を
学
界
に
紹
介
し

た
（
1
）。
清
野
が
記
し
た
と
お
り
、
本
書
は
『
三
才
図
会
』
や
『
本
草
綱
目
』、
あ
る
い
は
『
山
海
経
』
を
彷
彿
と
さ
せ

る
異
形
を
題
材
と
し
た
奈
良
絵
本
で
あ
る
が
、
そ
の
生
成
に
は
明
代
の
出
版
文
化
が
不
可
分
に
関
わ
っ
て
い
る
。

以
下
、
主
要
伝
本
を
掲
げ
る
。

（
一
）
本
書＝

天
理
図
書
館
本

袋
綴
四
冊

（
天
理
参
考
館
特
別
展
『
天
理
図
書
館

古
典
の
至
宝
』
天
理
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
七
年
）

（
二
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

袋
綴
二
冊
。
奈
良
絵
本

（
整
理
番
号

M
S

♯61

。
外
題
「
山
海
異
物

上
（
下
）」、
内
題
「
山
海
異
物
」。「
兪
児
」
以
下
、
計
四
十
七
図
（
2
））

（
三
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
（
総
合
図
書
館
）
本

袋
綴
一
冊
。
奈
良
絵
本

（
整
理
番
号T

86/268

。
外
題

「
山
海
異
形

鳥
類
」。「
玄
鶴
」
以
下
、
計
二
十
六
図
）

（
四
）
杤
尾
武
氏
所
蔵
本

奈
良
絵
本

（
端
本
。「
驕
虫
」
以
下
、
計
一
〇
一
図
。
半
葉
ご
と
に
概
ね
二
種
の
異
形
を

描
く
（
3
））

（
五
）
成
城
大
学
図
書
館
本
「
怪
奇
鳥
獣
図
巻
」

図
巻
一
軸

（
整
理
番
号388.1/K

A
21/

（W

）。「
精
衛
」
以
下
、

計
七
十
六
図
。
成
城
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
全
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開http://w

w
w
.lib.seijo.ac.

6



jp/K
ansu/01_kaikichojyu.htm

l

。『
怪
奇
鳥
獣
図
巻
』
工
作
社
、
二
〇
〇
一
年
。
別
冊
太
陽
『
日
本
の
妖
怪
』

平
凡
社
、
一
九
八
七
年
（
4
））

本
書
と
の
関
連
に
お
い
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
二
）
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
と
（
三
）
東
京

大
学
本
で
あ
る
。
前
者
は
本
書
よ
り
も
異
形
の
数
は
少
な
い
が
、
掲
出
順
が
よ
く
一
致
す
る
。

後
者
は
縦
一
七
・
三
㎝
、
横
二
四
・
四
㎝
の
横
型
奈
良
絵
本
で
、
本
書
に
同
じ
く
、
田
安
家
の
旧
蔵
書
で
あ
っ

た
。
朱
文
の
印
記
「
田
安
府
芸
堂
印
」（
四
辺
五
・
三
㎝
の
方
印
）、「
献
英
楼
図
書
記
（
三
・
七
㎝
×
二
・
〇
㎝
の
長
方

印
）
が
あ
り
、
ま
た
、「
旧
和
歌
山
徳
川
氏
蔵
」（
四
辺
三
・
五
㎝
の
方
印
）、「
南
葵
文
庫
」（
四
辺
三
・
二
㎝
の
方
印
）

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
紀
州
徳
川
家
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
表
紙
は
本
書
と
は
や
や
雰
囲
気
は

異
な
る
も
の
の
、
金
泥
下
絵
入
り
の
薄
茶
色
表
紙
を
用
い
、
中
央
に
金
泥
下
絵
入
り
の
朱
の
書
題
簽
「
山
海
異
形

鳥
類
」
を
貼
付
す
る
。
題
簽
を
含
め
て
筆
跡
は
本
書
と
同
筆
で
あ
り
、
装
訂
等
も
極
め
て
近
く
、
本
書
の
連
れ
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
内
題
は
な
い
。
見
返
し
は
金
布
目
地
、
料
紙
は
下
絵
の
な
い
鳥
の
子
を
用
い
、
見
開
き

で
右
に
本
文
、
左
に
異
鳥
を
一
図
ず
つ
描
く
が
、
本
来
は
魚
類
に
属
す
る
「
飛
魚
」
一
図
が
混
在
す
る
。
即
ち
東

京
大
学
本
は
、
本
書
が
欠
く
「
禽
類
」
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
異
形
を
「
神
類
」「
鳥
類
」
等
に
分
類
し
て
描
く
趣
向
は
、
数
多
の
異
形
を
収
載
す
る
『
山
海
経
』

や
『
三
才
図
会
』、『
本
草
綱
目
』
等
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
国
明
代
の
万
暦
・
崇
禎
年
間
（
一
五
七
三
〜

一
六
四
四
）
に
陸
続
と
版
行
さ
れ
た
日
用
類
書
は
し
ば
し
ば
「
諸
夷
門
」
の
章
を
立
て
、
版
面
上
段
に
「
山
海
異

物
」
を
立
項
す
る
。
そ
こ
に
は
「
神
類
」「
禽
類
」「
獣
類
」「
魚
虫
類
」
の
四
種
に
大
別
し
て
異
形
が
列
挙
さ
れ
、

東京大学本『山海異形』表紙と巻頭見開き
（東京大学総合図書館所蔵）
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挿
絵
と
短
い
解
説
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
5
）。
本
書
や
東
京
大
学
本
の
分
類
は
こ
れ
に
拠
る
。
諸
本
の
絵
画
表
現
も
明

代
日
用
類
書
に
一
致
し
、
当
該
の
漢
文
を
簡
略
に
和
ら
げ
て
詞
書
と
し
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

本
な
ど
は
、
陽
明
文
庫
蔵
書
に
見
え
る
明
代
日
用
類
書
『
天
下
全
書
博
覧
不
求
人
』（
万
暦
二
十
六
年
﹇
一
五
九
八
﹈

刊
）
と
異
形
の
掲
出
順
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
系
統
の
類
書
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
奈
良
絵
本
に
仕
立
て
た
一
本

で
あ
っ
た
（
6
）。
一
例
と
し
て
、「
人
魚
」（
本
書
「
魚
類
」
二
五
〇
頁
）
は
『
三
才
図
会
』
と
明
代
日
用
類
書
に
も
載
る

が
、
そ
の
姿
は
両
者
で
大
き
く
異
な
り
、『
山
海
異
形
』
が
明
代
日
用
類
書
に
拠
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

上
…
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
『
三
才
図
会
』
鳥
獣
六
巻
「
人
魚
」

下
…
京
都
大
学
谷
村
文
庫
本
『
新
刻
群
書
摘
要
士
民
便
用
一
事
不
求
人
』
巻
之
六
「
人
魚
」。
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブhttps://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012389

）

明
代
日
用
類
書
は
諸
本
間
の
異
同
が
大
き
い
が
、
異
形
の
掲
出
順
が
本
書
に
最
も
近
い
の
は
、
先
述
の
ス
ペ
ン

サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
が
依
拠
し
た
陽
明
文
庫
蔵
の
一
本
な
ど
、「
不
求
人
」
系
の
日
用
類
書
で
あ
る
。

他
方
、
最
も
多
く
異
形
を
収
載
す
る
の
は
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
刊
『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
で
あ
る
。
そ
の
巻

四
「
諸
夷
門
」
の
「
山
海
異
物
」
は
「
神
類
」
十
五
図
、「
禽
類
」
三
十
一
図
、「
獣
類
」
七
十
七
図
、「
魚
虫
類
」

二
十
三
図
、
計
一
四
六
図
を
有
し
、
本
書
の
異
形
の
大
半
は
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
多
く
の
日
用
類
書
が
「
神

類
」
に
十
五
図
を
収
載
す
る
の
に
対
し
、
本
書
の
そ
れ
が
十
四
図
で
あ
る
理
由
は
、
本
来
な
ら
ば
「
神
類
」
に
分

類
す
べ
き
「
相
抑
氏
」
を
「
虫
類
」
に
分
類
し
た
た
め
で
あ
る
。

本
書
は
、
日
用
類
書
の
諸
本
が
「
魚
虫
類
」
と
し
て
一
括
し
た
異
形
を
「
魚
類
」
と
「
虫
類
」
に
二
分
し
て
お

り
、「
虫
部
」
に
は
類
書
に
見
え
な
い
異
形
が
含
ま
れ
る
。
詞
書
に
若
干
揺
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
本

書
か
ら
は
明
代
日
用
類
書
に
拠
り
つ
つ
、『
三
才
図
会
』
等
を
援
用
し
て
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
痕
跡
が
看
取
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
連
の
作
例
は
、
本
解
題
末
に
掲
げ
た
対
照
表
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
明
代
日
用
類
書
を
素

材
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
み
て
よ
く
、『
山
海
異
形
』
は
大
名
家
を
は
じ
め
、
明
代
版
本
を
利
用
可
能
な
文
化
圏
で

制
作
享
受
さ
れ
た
奈
良
絵
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
7
）。

同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
素
材
が
奈
良
絵
本
と
す
べ
く
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
、
奈
良
絵
本
の
特
質
を
考
究
す
る

上
で
も
重
要
な
作
例
と
思
わ
れ
る
。

（
石
川
透
・
齋
藤
真
麻
理
）

【

注

】

（
1
）
清
野
謙
次
「
奈
良
絵
本
「
万
国
人
種
図
譜
」
の
発
見
」（『
あ
ん
と
ろ
ぽ
す
』
二
―
一
、
一
九
四
七
年
二
月
）、
同

「
奈
良
絵
本
「
山
海
異
形
」」（『
人
類
学
雑
誌
』
六
一
―
一
、
一
九
四
九
年
九
月
）。
反
町
茂
雄
『
蒐
書
家

業
界

業

界
人
』
第
一
部
・
六
「
か
く
れ
た
大
蔵
書
家
、
清
野
謙
次
博
士
」（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
年
）
に
本
書
入
手
に
関
す

る
記
載
が
あ
る
。
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（
2
）M

iyeko
M
urase,T

ales
ofJapan:scrolls

and
prints

from
the
N
ew
Y
ork
Public

Library
.O
xford

さ
ん
か
い
い
ぶ
つ

U
niversity

Press,1986.

仲
川
正
子
「
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
山
海
異
物
』」（『
日
本
古
書
通
信
』
八

〇
九
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）、M

asako
N
akagaw

a,“SankaiIbutsu
:A
n
Early

Seventeenth-Century
Japa-

nese
Illustrated

M
anuscript,”,

in
Sino-Japanese

Studies,
M
ay
1999,

V
ol.
11,
Issue

2

（http://

w
w
w
.chinajapan.org/archive.htm

l

）
な
ど
参
照
。

（
3
）
杤
尾
武
「
日
本
に
お
け
る
山
海
経
図
―
山
海
経
絵
と
山
海
異
物
―
」（
東
洋
文
庫
『
東
洋
学
報
』
九
一
―
四
、
二
〇

一
〇
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

（
4
）
尾
崎
勤
「「
怪
奇
鳥
獣
図
巻
」
と
中
国
日
用
類
書
」（『
汲
古
』
四
五
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）。

（
5
）
小
川
陽
一
ほ
か
編
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
四
年
）、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史

研
究
所
文
化
室
編
『
明
代
通
俗
日
用
類
書
集
刊
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
影
印

を
収
録
。
京
都
大
学
谷
村
文
庫
本
、
市
立
米
沢
図
書
館
本
等
は
全
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
。

（
6
）
齋
藤
真
麻
理
「
描
か
れ
た
異
境
―
明
代
日
用
類
書
と
『
山
海
異
物
』
―
」『
絵
が
物
語
る
日
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス

ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
7
）
明
代
日
用
類
書
「
諸
夷
門
」
下
段
に
立
項
さ
れ
る
「
諸
夷
雑
誌
」
は
、
仮
名
草
子
『
異
国
物
語
』
の
原
拠
で
あ
っ
た

（
海
野
一
隆
「『
異
国
物
語
』
の
種
本
」『
日
本
古
書
通
信
』
九
〇
二
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）。
注
（
1
）
清
野
旧
蔵
の

「
万
国
人
種
図
譜
」
二
種
（
天
理
図
書
館
蔵
『
異
国
人
物
図
説
』）
も
『
異
国
物
語
』
と
思
し
い
。
そ
の
う
ち
、
六
十

図
を
有
す
る
一
本
（
整
理
番
号
四
六
八－

イ
五
）
は
「
瓜
哇
國
」
の
前
に
「
踈
斯
」
を
掲
出
す
る
。
し
か
し
、「
踈
斯
」

は
日
用
類
書
「
山
海
異
物
」
の
「
禽
類
」
に
属
す
る
異
鳥
で
あ
り
、
従
っ
て
、『
異
国
物
語
』
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

『
異
国
人
物
図
説
』
に
は
「
諸
夷
雑
誌
」
の
人
物
図
と
「
山
海
異
物
」
の
禽
類
と
が
混
在
し
て
い
る
。
総
じ
て
『
山
海

異
形
』
や
『
異
国
人
物
図
説
』
か
ら
は
、
明
代
日
用
類
書
を
素
材
と
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
に
絵
入
り
本
が
仕
立
て
ら
れ

た
痕
跡
が
窺
わ
れ
よ
う
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
ル
ス
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
『
異
国
物
語
』
の
奈
良

絵
本
が
所
蔵
さ
れ
、
同
館
よ
り
全
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
古
典
文
庫
『
異
国
物
語
』（
一
九
九
五
年
）、

齋
藤
真
麻
理
「
渡
海
の
絵
巻
―
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
文
学
研
究

篇
四
四
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

【
附

記
】

貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

9

『奈良絵本集 八』解題



『
山
海
異
形
』
収
録
図
諸
本
対
照
表

『
妙
錦
萬
寳
全
書
』

巻
之
四
諸
夷
門
「
山
海
異
物
」
全
146
図

建
仁
寺
両
足
院
本
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』
12
所
収

天
理
図
書
館
本

『
山
海
異
形
』
全
113
図

ス
ペ
ン
サ
ー・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

『
山
海
異
物
』
全
47
図

東
京
大
学
本

『
山
海
異
形
』
全
26
図

神
類
（
15
図
）

神
類
（
14
図
）

萬
寳
全
書

番
号

（
神
類
15
図
）

（
神
類
欠
）

萬
寳
全
書

番
号

1
兪
児

兪
児
（
ゆ
に
）

1

兪
児
（
ゆ
じ
）

2
�
泰

�
泰
（
わ
う
た
い
）

2

�
泰
（
ほ
う
た
ひ
）

3
蓐
収

蓐
収
（
し
よ
く
し
ゆ
）

3

蓐
収
（
し
よ
く
し
う
）

4
驕
虫

驕
蟲
（
け
う
ち
う
）

4

驕
蟲
（
き
よ
う
ち
う
）

5
強
良

天
呉
（
て
ん
ご
）

8

天
呉
（
て
ん
ご
）

6
燭
陰

強
良
（
き
や
う
り
や
う
）

5

強
良
（
き
や
う
り
や
う
）

7
帝
江

神
魃
（
し
ん
ば
つ
）

9

神
魃
（
し
ん
は
つ
）

8
天
呉

奢
尸
（
し
や
し
）

10

奢
尸
（
し
や
し
）

9
神
魃

燭
陰
（
し
よ
く
い
ん
）

6

燭
陰
（
し
よ
く
い
ん
）

10
奢
尸

�
�
（
ふ
く
い
）

12

帝
江
（
て
い
か
う
）

11
相
抑
氏

�
（
こ
）

13

相
抑
氏
（
さ
う
よ
く
し
）

12
�
�

神
陸
（
し
ん
り
く
）

14

�
�
（
ひ
ゆ
い
）

13
�

鵲
神
（
じ
や
く
し
ん
）

15

�
（
ゐ
）

14
神
陸

帝
江
（
て
い
か
う
）

7

神
陸
（
し
ん
り
く
）

15
鵲
神

鵲
神
（
し
や
く
し
ん
）

禽
類
（
31
図
）

（
禽
類
欠
）

（
禽
類
11
図
）

鳥
類
（
26
図
）

16
畢
方
鳥

畢
方
鳥
（
ひ
は
う
て
う
）

玄
鶴
（
け
ん
く
わ
く
）

17

17
玄
鶴

玄
鶴
（
け
ん
く
は
く
）

畢
方
鳥
（
ひ
は
う
て
う
）

16

18
青
耕
（
東
大
本
な
し
）

鸞
（
ら
ん
）

�
	
（
き
よ
）

37

19


鳥
（
東
大
本
な
し
）

比
翼
鳥
（
ひ
よ
く
の
と
り
）
鸞
（
ら
ん
）

33

20
樂
鳥

�
鷟
（
が
く
さ
く
）

瞿
如
（
く
じ
よ
）

38

21
�
脂
（
東
大
本
な
し
）



鼠
（
し
そ
）



鼠
（
し
そ
）

39

22
�
鳥
（
東
大
本
な
し
）

数
斯
（
す
し
）

�
鷟
（
が
く
さ
く
）

34

23
蠧
�
（
東
大
本
な
し
）

鳬
渓
（
ふ
け
い
）

比
翼
鳥
（
ひ
よ
く
て
う
）

25

24
踈
斯

駝
鶏
（
だ
け
い
）
※
以
上
上
冊

数
斯
（
す
し
）

40

25
比
翼
鳥

�
（
し
ゆ
）

鳬
渓
（
ふ
け
い
）

42

26
�

�
	
（
き
よ
）

�
（
が
く
）

26

27
�
	

駝
鷄
（
だ
け
い
）

45

28
�
鈎

�
（
し
ゆ
）

36

29
精
衛

踈
斯
（
そ
き
）

24

30
鳥
鼠
同
穴
（
東
大
本
な
し
）

�
	
（
こ
よ
）

27

31
�

長
尾
鷄
（
ち
や
う
び
け
い
）

46

32
當
扈
（
東
大
本
な
し
）

飛
魚
（
ひ
ぎ
よ
）

146

33
鸞

馬
鷄
（
ば
け
い
）

44

34
�
鷟

�
鈎
（
け
つ
き
ん
）

28

35
�
�

精
衛
（
せ
い
え
い
）

29

36
�

�
�
（
せ
う
ふ
）

35

37
�
	

�
（
ぐ
）

31

38
瞿
如

�
（
ふ
ん
）

―

39


鼠

�
（
た
い
）

―

40
�
斯

�
（
よ
う
）

―

41
鵺
（
東
大
本
な
し
）

樂
鳥
（
ら
く
て
う
）

20

42
鳬
渓

43
白
雉
（
東
大
本
な
し
）

44
馬
鷄

45
駝
鷄

46
長
尾
鶏

獣
類
（
77
図
）

獣
類
（
72
図
）

（
獣
類
17
図
）

（
獣
類
欠
）

47
白
澤

白
澤
（
は
く
た
く
）

47

白
澤
（
は
く
た
く
）

48
�
虞

�
虞
（
し
う
ぐ
）

48

�
虞
（
す
う
く
）



49
窮
竒

窮
竒
（
き
う
き
）

49

窮
奇
（
き
う
き
）

50
貘

比
肩
獣
（
ひ
け
ん
し
う
）

76

貘
（
ば
く
）

51
狡
犬

貘
（
ば
く
）

50

比
肩
獣
（
ひ
け
ん
じ
う
）

52
�

龍
馬
（
り
う
め
）

62

龍
馬
（
り
う
め
）

53
渥
�

獬
豸
（
か
い
ち
）

72

獬
豸
（
か
い
ち
）

54
�
（
天
理
本
な
し
）

馬
膓
（
ば
ち
や
う
）

69

馬
膓
（
ば
し
や
う
）

55
�
聾

�
（
け
う
）

81

�

56
猛
豹

梁
渠
（
り
や
う
き
よ
）

83

梁
渠
（
り
や
う
き
よ
）

57
�
踈

�
（
き
）

73

�
（
き
）

58
青
熊

猩
々
（
し
や
う
〴
〵
）

90

猩
々
（
し
や
う
〴
〵
）

59
	

赤
豹
（
し
や
く
へ
う
）

87

赤
豹
（
せ
き
は
う
）

60
旄
牛

渥
�
（
あ
く
あ
）

53

渥
�
（
あ
く
あ
）

61
玄



士
�
（
し
ろ
う
）

95

士
�
（
し
ろ
う
）

62
龍
馬

黒
人
（
こ
く
し
ん
）

101

黒
人
（
こ
く
し
ん
）

63
�
羊

角
端
（
か
く
た
ん
）

119

角
端
（
か
く
た
ん
）

64
天
犬

朱


（
し
ゆ
じ
ゆ
）

70

65
類

類
（
る
い
）

65

66
當
庚

猛
槐
（
も
う
く
わ
い
）

71

67
天
狗

�

68

68
�

靈
羊
（
れ
い
や
う
）

114

69
馬
腸

福
禄
（
ふ
く
ろ
く
）

115

70
朱



猴
（
こ
う
）

118

71
猛
槐

吼
（
こ
う
）

123

72
�
豸

厭
火
獣
（
え
ん
く
は
じ
う
）

105

73
�

乗
黄
（
せ
う
く
は
う
）

89

74
黒
狐

猾
�
（
こ
う
さ
う
）

121

75
旄
馬

	
（
し
や
う
）

59

76
比
肩
獣

�
蛭
（
り
う
し
つ
）

93

77
�

酋
耳

94

78
�

猛
豹
（
ま
う
へ
う
）

56

79
山
�

九
尾
狐
（
き
う
び
こ
）

96

80
�

當
庚
（
た
う
か
う
）

66

81
�

天
狗
（
て
ん
く
）

67

82
駮

�
（
げ
ん
）

78

83
梁
渠

旋
馬
（
せ
ば
）

75

84
飛
鼠

�
（
じ
）

77

85
蠻
（
天
理
本
な
し
）

天
犬
（
て
ん
け
ん
）

64

86
諸
�

旄
牛
（
せ
き
う
）

60

87
赤
豹

�
聾
（
に
く
り
う
）

55

88
角
獣

諸
�
（
し
よ
け
ん
）

86

89
乗
黄

玄
豹
（
け
ん
へ
う
）

97

90
猩
猩

耳
鼠
（
に
そ
）

116

91
狒
狒

�
（
□
）
※
虫
損

120

92
白
猿
（
天
理
本
な
し
）

�
（
と
う
）

―

93
�
蛭

�
（
と
う
）

―

94
酋
耳

�
（
ば
く
）

―

95
士
�

�

―

96
九
尾
狐

玄


（
け
ん
し
う
）

61

97
玄
豹

鹿
蜀
（
ろ
く
し
よ
く
）

117

98
赤
貍

長
�

103

99
蠱
雕

赤
貍
（
せ
き
り
）

98

100
囂

天
馬
（
て
ん
ま
）

102

101
黒
人

羚
羊
（
れ
い
よ
う
）

113

102
天
馬

囂

100

103
長
�

駮
（
か
う
）

82

104
三
角
獣

飛
鼠
（
ひ
そ
）

84

105
厭
火
獣

蠱
雕

99

106
其
人
（
天
理
本
な
し
）

黒
狐
（
こ
く
こ
）

74



107
幽
頞
（
天
理
本
な
し
）

山
�
（
さ
ん
へ
き
）

79

108
�
馬
（
天
理
本
な
し
）

�
（
へ
い
）

80

109
毫
�
（
天
理
本
な
し
）

角
獣
（
か
く
し
う
）

88

110
泉
下
馬
（
天
理
本
な
し
）

狒
々

91

111
大
尾
羊

三
角
獣
（
か
く
し
う
）

104

112
�
犬

�
踈
（
く
は
ん
そ
）

57

113
羚
羊

青
熊
（
せ
い
ゆ
う
）

58

114
靈
羊

�
（
と
う
）

52

115
福
禄

狡
犬
（
か
う
け
ん
）

51

116
耳
鼠

�
犬
（
く
け
ん
）

112

117
鹿
蜀

大
尾
羊
（
だ
い
び
よ
う
）

111

118
猴

	
羊
（
か
ん
や
う
）

63

119
角
端

120



121
猾
�

122
白
鹿
（
天
理
本
な
し
）

123
吼

魚
虫
類
（
23
図
）

魚
類
（
18
図
）

（
魚
虫
類
4
図
）

（
魚
虫
類
欠
）

124
應
龍

人
魚
（
に
ん
ぎ
よ
）

140

巴
蛇
（
は
し
や
）

125
�
魚

建
同
魚
（
け
ん
と
う
ぎ
よ
）

138

人
魚
（
に
ん
ぎ
よ
）

126
比
目
魚
（
天
理
本
な
し
）

珠
鼈
（
し
ゆ
べ
つ
）

136

長
蛇
（
ち
や
う
し
や
）

127



蛤
魚
（
か
う
ぎ
よ
）

（
133
）
飛
魚
（
ひ
ぎ
よ
）
※
以
上
下
冊

128
�
�
魚

玳
瑁
（
た
い
し
や
う
）

132

129
巴
蛇

�
魚

125

130
阿
羅
魚

應
龍
（
を
う
り
う
）

124

131
�
魚



（
り
く
）

127

132
玳
瑁

阿
羅
魚
（
あ
ら
ぎ
よ
）

130

133
�
魚

玄
亀
（
け
ん
き
）

134

134
玄
龜

�
々
魚

128

135
�
魚
（
天
理
本
な
し
）

�
魚
（
ち
う
ぎ
よ
）

131

136
珠
鼈

�
（
て
い
）

―

137
長
蛇

�
（
と
う
）

―

138
建
同
魚

鯢
（
げ
い
）

―

139
納
魚
（
天
理
本
な
し
）

�
（
か
う
）

（
133
）

140
人
魚

�
（
こ
う
）

―

141
�
魚
（
天
理
本
な
し
）

�
（
ひ
）

―

142
牛
魚
（
天
理
本
な
し
）

143
�
龜
（
天
理
本
な
し
）

144
浮
胡
魚
（
天
理
本
な
し
）

145
蚌
魚
（
天
理
本
な
し
）

146
飛
魚
（
天
理
本
な
し
・
東
大
本
あ
り
）

虫
類
（
9
図
）

相
抑
氏
（
さ
う
よ
く
し
）

11

巴
蛇
（
は
じ
や
）

129

長
蛇
（
ち
や
う
じ
や
）

137

�
（
い
）

―

�
（
き
）

―

�
（
ま
う
）

―

�
（
た
）

―

�
蛇
（
ゆ
い
じ
や
）

―

蜚
（
ひ
）

―

※
齋
藤
真
麻
理
作
成
。
天
理
図
書
館
本
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
、
東
京
大
学
本
の
（

）
内
は
原
文
の
振
り
仮
名
。

※
天
理
図
書
館
本
「
諸
�
」
は
、
原
本
は
犭
＋
建
に
見
え
る
。
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